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資料№１

１．新園舎建設にあたっての課題

２．新園舎建設期間中のみやのうえ保育園児の保育場所について

（１）検討案

№

1 湯河原小学校内に間借り

2 湯河原小学校グラウンドに

仮園舎を建設

3 他の園に転園 ・費用を抑えられる

（２）今後の方向性

（３）転園時期及び転園先について

①転園時期…令和８年４月（予定）

②転園先…「おにわ保育園」または「まさご保育園」

３．スケジュール案の見直しについて（赤字は変更案）

●第1期工事 ●第2期工事 ●開園

（5～12月） （6～1月） ●引越し （4月）

●仮園舎建設・既存園舎解体 （2月） ●仮園舎撤去

（R7.9月～R8.5月） （4～5月））

●予算計上（9月） ●転園（4月） ●引越し

● ●既存園舎解体 （12月）

入札・仮契約（10月） ● （～7月） ●開園

本契約（12月） ●新園舎建設（R8.8月～R9.11） （1月）

※保護者説明会は令和７年１月下旬開催予定

　各検討案について、神奈川県に確認を取り、湯河原小学校とも協議を重ねた結果、費用

負担も少なく、保育園という環境で生活できる№３の「他の園に転園」で、今後保育園の

保護者に説明会を開催し、理解を得たいと考えます。

令和７年度 令和８年度 令和９年度

４～９月 10～３月 ４～９月 10～３月 ４～９月 10～３月

会の開催が困難等）

・保護者の理解

・保護者に送迎の負担が生じる

・保育園に通う保護者の負担は

みやのうえ保育園整備事業について

　令和６年９月に開催されました公の施設等整備調査特別委員会におきまして、プレゼン

テーション時の提案内容についてご説明いたしましたが、園庭に仮園舎を建設し、先行し

て遊戯室の建設を進めることは、狭い敷地内を毎日工事車両が出入りする危険性など園児

の安全面や保健福祉事務所から給食提供の際の衛生面の確保について指摘を受けるなど課

題が露呈し、園庭に仮園舎を建設するのは困難と結論付けを行い、新園舎建設中の保育場

所の確保が必要となりました。

建替え工事中の保育場所 メリット

・保育園に通う保護者の負担は

あまり変わらない

あまり変わらない

課題

・給食の提供が困難

・トイレ等の改修費用

・建設及び解体費用は約２億円

・グラウンドの使用制限（運動
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